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癒合歯の成因に関する一考察

小寺春人篭

1．序

ヒトの歯にみられる異慧あ一つとして癒合歯が
ある。癒合歯は正常な歯の2ないし3つが一つの

歯として癒合した形態をとるもので，癒合しただ

け歯数が少なくなっている。

このような異常歯の形成機構や成因をさぐるこ

とは，正常な歯の形態形成を理解するための一つ

の重要な方法であるということができる。また，

系統学の問題としても，異常形態が復古形である

のか，退化形であるのか，または新しい形態の萌

芽であるのか，あるいはネオテニーであるのかと

いった問題に直面することになる。

本論文は， ヒトの癒合歯を材料としてその組織

構造の観察から癒合歯の形成機構の解明を試みる

とともに，歯の形態形成に関する一つの作業仮説

を提案したものである。

癒合歯に関するこれまでの主だった研究には，

次のようなものがある。手許にあるもっとも古い

癒合歯の記載は,Wedl(1870)によるもので，癒

合歯ができるのは2歯胚が1つの歯雲中に閉じ込

められ癒合するのだと述べている｡Baum(1877)

は歯胚の分裂をその要因にあげている。 .Busch

（1897）は，多くの種類の異常歯を記載する中で，

癒合歯と双生歯を分類したほか,癒合歯の成因に歯

胚の分裂と発生空隙の狭小を指摘している。Bolk

（1917）は歯胚が破壊し癒合することによると述

べている。Colyer(1926)はエナメル器に異常な

陥入力起こり2分され，癒合歯ができるとしてい

る。Greth(1936)は，特殊な生理的圧力といっ

たものが2歯胚を癒合させると述べている。

藤田（1945，1958）は，それまで混乱していた

異常歯の分類を整理するとともに癒合歯は発生の

途上で2歯胚が癒合して形成されたものと述べて

いる。また， この癒合歯のもつ系統発生上の意義

を，歯数減少の一つとして説明している。すなわ

ち癒合歯の出現はほとんど下顎の前歯部に限られ

ている。これは前歯部の歯数減少（側切歯の消滅）

が上顎では側切歯の退化形態をとるものから消滅

という過程を経るのに対し，下顎では癒合により

まず歯数が減少し,やがて癒合歯からそれとは区別

のできない1本の形態となる。このように上下顎

の歯数減少の様式が異なることに起因した問題で

あると述べている。

一方，北村（1971） ，北村ほか（1974）は，こ

れまでほとんど記載されていなかった癒合歯の組

織像を研究するとともに，癒合歯胚の記載をもお

こなっている。これより癒合歯は歯胚の病的変性

によって2歯胚が癒合したものとしている。

そのほかに，癒合歯に関するいわゆる症例報告

は莫大なものがある。また動物にみられた例や，

動物実験による研究もいくつかみられる(Nishi-

zuka&Miki, 1943j Knudsen, 1965;Hitchin

&Morris, 1966;多田ほか, 1975など）。 これ

らは考察の項で必要に応じて引用することにする。

2．材料と方法

本研究のねらいは，抜去した癒合歯を材料とし

て，つまり歯胚でなく完成した歯より，癒合歯が

1歯胚から由来するのか， 2歯胚より由来するの

かをその組織構造から推定しようとするものであ

る。

2つの歯胚が癒合するとした場合に，石灰化を

開始する以前に癒合するのであっては，硬組織中

にその痕跡を残す可能性が低い。そこでこのよう
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な条件を満たすもっとも可能性が高いと考えられ
る癒合歯のタイプを,Schmuziger(1948)の分類
（図1）に基づいて歯根部象牙質による癒合タイ

プを選んだ。あわせて，歯冠部エナメル質によっ

て癒合しているものも，参考として観察をおこな

った。

癒合歯の組織幟造を分析するための対照標本と

しては，次の2つの標本を作成した。第1は， 2

つの上皮が「癒合」し，それに誘導を受けて形成

される象牙質の例として，多根歯の根分岐部にみ

られる根間稜。第2には，一続きの上皮性歯胚よ

り形成されるとする臼後結節の付着部（歯根部象

牙質で連続したもの）の象牙質である。

以上の3者の比較を，発生過程で想定される上

皮性歯胚を図によって示したのが図2である。

材料とした歯種ならびに切片の方向は以下の通

りである。

癒合嵐i ) :E1+E1歯根部癒合，近遠心縦断

癒合歯( II) ;m+司歯冠部癒合，近遠心縦断
根分岐部:で，頬舌縦断

臼後結節：僅近遠心縦断
いずれも50～150似加の厚さに研摩して，バル
サムで封入し，偏光顕微鏡を用いて観察した。

‘圃険。。固鬮③③
､臼伊匡〕 apo・
図1． 癒合歯の分類(Schmuziger,. 1948)

勉剰結繩 級淘秩燕令歯 趣剰結節
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図2． 比較した組織の各部位（下段）とその上皮

性歯胚（上段）を示す。

3．観察結果

癒合歯( i )(写真1) 』 このタイプは，歯根部の象

牙質によって2つの歯が結合した形態をしている。

研摩切片には，結合部の外形が溝状に現われる。

この表面にはセメント質の層を認めることができ

なかった。おそらくセメント質の腰があってもき

わめて薄いものであろう。象牙質の成長線は構状

の外形に即してU字形の曲線をもって，表層から
深部へ向かって整然と配列しているのがみられる。

なお， この成長線は偏光顕微鏡による観察で現わ

れるもので，有機基質の成長線と考えられる。象

牙細管もまた溝状の外形より成長線とは直交する
方向に走向し， きわめて規則的な配列をしている。

癒合歯( i i )(写真2) : このタイプは歯冠部のエナ

メル質により結合した形態をとるものである。観

察した標本では，結合部が臼歯歯冠の裂溝のよう

に，エナメル質が深い摺曲をなしている。このも
っとも深いエナメル質の基底部を観察すると，象

牙質との境界にそって通常みられるごとくエナメ

ル小柱が表j曽に向かって規則的に配列するのがみ

られる。ところが裂溝にみられるエナメル質と異な

写真1． 癒合歯( i )

るのは，エナメル質表面の陥入が浅いために，深

部では両側の象牙質から起った小柱が表面に達す
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写真3．根間稜

写真2． 癒合歯(il)。 下はエナメル質中央部の拡

大。

ることができずに，陥入したエナメル質の中心部

でエナメル小柱が束状になって互いにぶつかり，

交錯するのが観察される。

根分岐部・根間稜(写真3） ： 根間稜は多根歯を

根尖側よりみたとき，根と根を結ぶ稜線である。

根間稜は歯根の内側面に延長し，根尖近くまで続

くことが多い。研摩切片では，根間稜が髄室床か

ら下方へ突出した象牙質の突起として現われる。

根間稜の象牙質の成長線は，根間稜の頂点と歯

－9－
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髄腔を結ぶ正中線上で顕著な屈折をする。また象

牙細管の走向配列もこの正中線を堺に両側に離開

している。

臼後結節（写真4） ： ここで扱った標本は臼後結

節が歯根部の象牙質によってのみ第三大臼歯と結

合したものである。この結合部は癒合歯( i)と同様

に外形が溝状に現われる。この表面にはやはりセ

メント質の層を認めることはできなかった。象牙

質の成長線は溝状の外形に即して，臼歯の母体と

過剰結節の間をなめらかに連続しており表層より

深部へ向かって規則的な配列を示している。象牙

細管もまた，象牙質表面の溝状の外形から深部へ

放射状に規則的に配列している。
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図3．理論的に考えられる癒合歯の形成過程

歯冠部のエナメル質によって結合した癒合鯛il)

でも，エナメル小柱の配列のみだれなど形成不全

は認められない。なお，エナメル小柱が束状にな

って交錯する像は，深く陥入したエナメル質内で

深部から形成されてきた小柱が，表面に達する空

隙がなくなったからできたものと思われる。

ここでとった方法には，当然ながら多くの限界

がある.。それは完成された癒合歯の組織像から，

その発生過程を推測するといった間接的な方法を

とっているからである。そこで文献学的なデータ

を加えて考察をすすめてみることにする。

まず，理論的に考えうる癒合歯の形成過程につ

いて，その上皮性歯胚の動態を描くと，図3とな

る。aは1歯胚より2つの歯の形態へ分化する場

合“者らの考え)｡bは本研究で否定的な結論を

出した場合で， 2歯胚が硬組織を形成中に癒合す

るもの。cおよびdはbと同様に2歯胚が癒合す

る場合であるが，硬組織形成の前に癒合するもの。

cと。のちがいは，上皮側の歯乳頭への陥入程度

の相異である。 eは上皮性歯胚が間葉側へ陥入す

る初めから， 2歯胚が一体化した場合である。

aの場合については，次のような動物実験の研

究例から支持される。 Imudsen(1965)は，ビタ

ミンAの過剰投与あるいはtrypanblueの投与に

よって生じた露出脳マウスの胎児に， 50％以上の

頻度で上顎切歯に正中癒合歯の出現するのをみい

だした。この癒合歯には多様な程度のものがみら

れるものの，歯胚は発生の初めより1つしかみら

れないという。

bの場合は本研究で否定的な結論を出したもの

である。しかし北村ほか（1974）は，歯胚が病理

的組織変性をきたすことによって， 2歯胚が癒合

0－

4，考 察

癒合歯の組織構造を検討する前に，根間稜およ

び臼後結節の組織構造とその上皮性歯胚との関係

について述べておく。

根間稜は〃rgensen(1950)によって，マクロ

の研究から見出されたものである。Oo6(1973)

は根間稜の発生について次のように説明している。

歯胚において歯乳頭を分割するために， ‐上皮性隔

膜の突起である上皮性根間突起が双方より接近す

るが，これらの上皮は決して癒合することなく，

互いに反擁するように下方へ屈曲する。この上皮

の反擁した動態を反映して，根間稜が形成される

という。

このように，同一歯胚の中でも上皮どうしの癒

合はなく， 2つの_上皮に挟まれて誘導。形成され

た象牙質には，成長線の屈折や象牙細管の配列走

向に不連続性が出現することがわかる。歯胚上皮

のこのような性質が強いものであることは，根間

稜が根尖近くまで続くことからも理解できる。

臼後結節は臼労結節とともに，その形態学的意

義は別として，発生機構に関しては，歯胚の部分

的分裂または分化によるとするもの(Busch,

1866;Adloff, 1914;小金井, 1934;藤田, 1959),

歯堤の異常発育による（北村ほか， 1968）などさ

まざまであるが，一続きの上皮性歯胚から形成さ

れる点では，異論のないところである。

癒合歯( i )はまさしく臼後結節と同じ組織像を

示しており，根間稜の組織像とはまったく異なって

ている。このように組織椛造からみる限り，癒合

歯が臼後結節と同じく一続きの上皮から誘導形成

されたものであることを示唆しているのである。
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すると考えている。その結果，癒合歯の組織には

エナメル質不全や象牙細管の不整配列，象牙芽細

胞の埋没がみられるとしている。これらの変性像

は本研究では，みられなかったものである。また，

歯胚が癒合する時の組織変性といったものと，癒

合歯に出現した組織変性像とのかかわり合いに疑

問がある。多田ほか（1975）は，イヌを使った実

験より2歯胚を接触させても，癒合歯はできずに

癒着歯を形成すると述べている。

Sofaer&Shaw(1971)は，ラットの臼歯が2歯

胚の癒合により癒合歯を形成する場合のあるのを

明らかにしている。筆者は，これはゲッ歯類の上

皮の特異な性質からくるものと考えている。すな

わち，外エナメル上皮が崩壊したり，エナメル髄

中に血管が侵入することはふつうにみられるとこ

ろであるし，藤田（1978）によれば,･マウスの臼

歯歯胚では，上皮性根間突起が癒合するという。

親里ほか（1977）によれば，癒合乳歯の後継永

久歯には癒合歯の出現率が高いという。この事実

は癒合歯を2歯胚の癒合だとすると，乳歯でも永

久歯でも癒合過程を考えなくてはならなくなり困

難なことである。

eの場合は，下顎の乳中切歯と乳側切歯の癒合

歯に関しては，合理的な説明を与えることができ

る。Oo6(1956)によると，下顎乳前歯の発生に

際して上皮が間葉側へ陥入する際に中切歯と側切

歯の区切りが不明瞭で十分に分離していないとい

う。このような両歯胚の位置関係から，乳中切歯

と乳側切歯の歯胚が分離しないまま癒合歯を形成

することも十分に考えられる。しかしながら, e

の発生機構からは，側切歯と犬歯の癒合歯（関根，
1954など）や上顎癒合歯（帆波ほか， 1966；佐

伯ほか， 1964など）の存在，正常乳歯に続く後

継永久歯に癒合歯が出現する（野田・小野，1967

j大山．田中， 1959j湯浅, 1944;Hitchm&

Morris, 1966)例に対しては説明が困難である。
以上みたように本研究の結果と若干の文献学的

な考察から，癒合歯の形成は歯胚の欠如により1

歯胚が2つの歯の形態をもつ癒合歯へ分化したも

のであると考えるのがもっとも合理的な結論とい

えよう。しかしながら，乳前歯の癒合歯の場合な

どは2歯胚が一体となって形成された可能性も高

く，一つの要因だけに絞るのは危険ではある。ま

た， きわめて特殊な場合としては，歯胚が病的も

しくは機械的な損傷(Nishizuka&Miki , 1943)

－1

sia,｡ WW
fz c

「＝舌=舌＝

Fu.sfon

‘凡 C

－ヌーZへ5－－

「
司一司－－－司一一

向の両
Ⅱ

砥↓
ロロ 鱒

図4．哺乳類の歯の形態形成に関する一つのモデ

ノレ

により癒合歯が形成されるような場合も否定でき

ないところである。

次に， 1歯胚より癒合歯が形成されるものと仮

定した場合に考えられる，歯の一般的な形態形成

の問題や系統学的意義について考察をすすめてみ

よう。

藤田(1945, 195al959)は，前述のようにヒ

トの歯列の退化現象の一つとして，前歯部の歯数

減少をあげている。この歯数減少の様式が上顎と

下顎で異なっており，上顎の側切歯は智歯の場合

のように， まず形態的に退化が先行して円錐化し，

ついで消失にいたる。ところが下顎では，まず癒

合により歯数を減らした後に，癒合程度が進行し

て1本の歯の形態にいたるという。下顎の前歯が

癒合歯によって歯数減少するのは，上顎より下顎

の退化が強いことによるのではないかと述べてい

る。ただし，吉岡ほか（1974）は藤田の説だけで

は不十分な点を指摘している。

藤田の考えをふまえて，筆者の歯の形態形成に

関するシューマを次のように描いてみた(図4）。

第一段階は歯数決定の段階で，上皮性歯胚が間葉

側へ陥入する数により決まる。癒合歯では，正常

な数よりも陥入数が少ないか，あるいは2つの上

皮性歯胚が一体化して陥入したことになる。次の

段階は，歯の形態を決定する段階であり，およそ

鐘状期の歯胚と考えてよい。ここで歯胚は，いわ

ゆる｢場」 (Butler, 1939) との交互作用により

1



本論文では形態形成の「場」について， 1本の歯

に対応する1つの「場」の存在を想定している。

ところが従来考えられてきた「場」の概念は，連

続した誘導体の傾斜であり,Butlerの「場」を都

合よく解釈しているというそしりをまぬがれない。

とはいえ「場」の概念は本来具体性がないもので，

物理学にあった「エーテル」のようなものである。

今後， これらの形態形成の問題を解く一つの研究

方向は，実験発生学によるものと考えている。

（交互作用の主因は場）形態が決定される。癒合

歯の場合は，歯胚は1つでありながら2つの形態

要素をもった「場」と交互作用することになり，

その結果2つの形態をそなえた癒合歯が形成され

ると説明できる。

このように歯列の形成過程を大きく2つの段階

に区別するとともに，個々の歯胚と形態形成の場

が一応独立したものであると考えることによって，

異常歯の成因が説明づけられる。正常な場合は，

歯胚数と場が1対1に対応するのに対し，癒合歯

では歯胚数の不足，双生歯や重複歯それに臼労。

臼後歯では歯胚数の過剰によって生じたものであ

り，歯胚数と場のアンバランスに起因した現象と

して説明できるのである。

次に系統学上の問題点について若干ふれておく

ことにする。

i )藤田による歯数減少の理論をここで新たに

解釈しなおせば，下顎前歯部では形態形成の場の

退化に先だって歯数退化が先行するが，上顎前歯

部では逆に形態形成の場の方が先に退化すること

になる。

li )歯の形態がはじめから歯胚に内在するもの

でなく，顎の上の位置によって決まることは井尻

･菅沼（1943）によってすでに明らかなところであ

る。さらにすすめて，ここで述べたよ･うに歯数と

歯の形態とが独立したものであるならば，従来考

えられてきたように， 1本の歯種の系統発生上の

相同関係ということには疑問がでてくる。

ili )癒合歯を1つの上皮性歯胚の分化により形

成されるとすることは，哺乳類の歯の形態発生に

関する一般理論として提唱された井尻（1938）の

Invaginationshypotheseをより普遍的な理論とし

て適応したことになる。これより個体発生学的に

は，癒合説でなく分化説により歯列の形態形成を

合理的に，統一的に説|ﾘlできる。ところが系統発

生上の歯列の形態変化は，上皮性歯胚といった単

一の単位の変化でなく ，歯数の変化とこれとは独

立した形態形成の場の変化である。形態形成の場

が新しい形態要素を附加することはもとより， 2

個の歯胚に対する場が癒合するような場合も，理

論的には考えられる。 Bolk(1912)の癒合説

Dimertheorleは，個体発生学的には問題である

が，系統発生学的にそのすべてを否定するのは一

考を要するのではないだろうか。

岐後におことわりしておかねばならないのは，
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